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カッティングマシン１台、溶接機３台、
高所作業車（建柱装置付）１台

主力製品／屋上用や壁付けなどの各種看板、テント
倉庫やオーニングほか各種テントおよび
シート
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環境に優しく、
取扱いが容易で安全な
消石灰抗菌防虫幹巻テープ

ൕ෍をϕʔεͱͨ͠ςϯτɺ؃൘ɺە߅γʔτをల։
テントなどの膜構造物からオーニングまでの帆布

製品や、フレキシブルフェイス（ＦＦ）シートやアクリル
素材の電飾看板など多様な看板の設計・製作・施工を
手がけている。創業は昭和３７年、テント事業から
スタート。その後、帆布が綿から化学繊維となり、
堅
けんろう

牢でカラフル、透光性が良くなり看板業界でも使用
され始めた。トレンドを読む中で創業者の樫山喜世司
取締役会長は、看板業界への進出を決断。業容や
取引先の拡大も見据え、昭和４６年に同社を設立した。
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高度経済成長のもと建物や施設が多様化する中、

比例してテント、看板業界は大きく伸展した。元来、
テントや看板は一品一様が大半で、多様なニーズ対応
が求められる。同社は近畿を中心とする多くの顧客
要望に応え、公共施設や商業施設、マンション、小売店
などで多数の実績を積み重ね、信用を勝ち得てきた。

事業内容

ώϯτ͸ফੴփృ෍ە߅γʔτͱ֐஬๷আ
培った帆布の知見と蓄積技術を活用し、平成２７年に果樹など

の樹木向け防虫対策用製品の開発に着手した。樫山取締役会長
が理事長を務める日本帆布製品販売協同組合（堺市堺区、日帆協）
が開発した抗菌機能などを持つ消石灰シートをヒントに、防虫
効果と還土性を備え、扱いやすい製品を目指した。消石灰は水
との反応で強いアルカリ性となり、土壌改良に使われるほか、
野生動物や昆虫類に対する忌

き ひ
避効果、抗菌作用なども得られる。
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日帆協の消石灰シートはテントなどに用いるため塩化ビニル

樹脂（ＰＶＣ）防水生地を使っているが、開発した「消石灰抗菌
防虫幹巻テープ」は環境と自然分解（環土性）を重視し、基布は
天然繊維から選定した。天竺や金巾などの薄布、薄物帆布など、
数種類の生地で試作を重ね、綿帆布を採用した。厚さ０．１㎜
の極薄生地に同０．３㎜の厚みで消石灰を塗布した。開発を
主導した樫山取締役会長は「生地選定、塗布工程は試行錯誤の
繰り返しだった」と振り返る。

補助事業
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「消石灰抗菌防虫幹巻テープ」は平成２８年８月に

発売した。製品ラインアップは幅が５０㎜、７５㎜、
１００㎜の３サイズで、長さは５ｍ巻、１０ｍ巻、２０ｍ
巻を用意した。昆虫類の忌避効果や効果有効期間は、
地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所での
試験と、８ヵ所の農園や庭園の５００本での実証実験
で確認した。効能期間は約２ヵ月で、梅雨時期は少し
短くなる。使い方は根元から３０―５０㎝上の辺りや、
枝分かれ箇所などに巻くだけ。朝晩の露でテープと
水分が反応し、ほとんどの虫が寄りつかなくなる。枝先
などに発生した場合は、「テープを水に浸して水溶液を
つくり、吹きかければ効果が得られる」という。
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製造元はカシヤマ、全国組織の日帆協が発売元となり、

所属する組合員が主体となって販売活動に取り組んで
いる。近年はガーデンニングやＤＩＹ、ペットがブーム。庭
などの木に虫が発生して殺虫剤をまくと、ペットに悪影響
を及ぼす恐れがある。だが、消石灰抗菌防虫幹巻テープ
はそういった心配が不要だ。粉状消石灰のような飛散する
こともなく、使用後は根元に置けば、綿も消石灰も２年
ほどで自然に土に還り、環境にも配慮した製品となった。

具体的成果
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農業、林業、公園、土木、建築、造園業など、消石灰

抗菌防虫幹巻テープはあらゆる場所で活躍が期待でき、
販売実績を確実に積み上げつつ、ホームセンターや
造園業などにも売り込んでいる。前栽やベランダを
備えた一般家庭、オフィスなどに向けてインターネット
販売も開始した。消石灰は古くから殺菌・防虫対策に
使われてきたが、これまでは粉末での使用が一般的で、
飛散による薬効期間の短さなどが欠点だった。幹巻
テープはこれらの問題を解決したオンリーワン商品だ。

ΞΠσΞ͸ਚ͖ͳ͍
帆布は厚手の丈夫な綿布で、船の帆に使われていた

のが名前の起源。イギリスからアメリカに移り住んだ
開拓民は丈夫な布を馬車の屋根やジーンズにし、日本
では明治頃にテントやお酒のコシ布、かばんをはじめ、
多種多様な用途で使われ、今も用途開発が盛んだ。

同社の柱事業の１つである看板業界でも活躍している。
近年では軽量で耐久性の高い「透光性帆布膜構造のＬＥＤ
電飾看板」の受注が増えている。そこで樫山取締役会長
は消石灰抗菌防虫幹巻テープの普及拡大と並行し、同看
板の製品付加価値を高めて競合他社との差別化を狙った
独自部品の開発も推進するなどアイデアは尽きない。

今後の戦略

温州ミカンの
木への
施工の様子消石灰抗菌防虫幹巻テープ

桃の木に
巻き付けた施工例
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http://www.kashiyama-e.com/

テントと看板を通じ、社会に貢献してい
ます。日本人が大切にしてきた感性とクラフ
ツマンシップを備えた当社技能士達が思い
を込めて、ものづくりと向き合い、技術の
向上と技能の伝承にも積極的に取り組んで
います。

クラフツマンシップ
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